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Message

コロナ禍のロータリー
2020-21年度
RI第2630地区ガバナー

剱田　廣喜（高山中央RC）

　今年は辛丑（かのとうし）の年です。辛いこ
とが多いだけ、大きな希望が芽生える年にな
ることを指し示しています。辛丑は新たなる
局面に向けて意欲が高まりますが、まだ成就
の時ではなく、目標に向けて着実に歩んでい
かなければなりません。
　今まで経験したことのないコロナ禍での生
活ということもあり、慎重でなければなりま
せんが、新しい生活様式にも順応していかな
ければなりません。新型コロナウイルスの猛
威はついに、政府が緊急事態宣言を出す事態
に発展。人々の動きは今まで以上に大きく制
約されることになりましたがコロナウイルス
が終息しないことはありません。時期は分か
らなくても先は見えています。それまで、ど
のように過ごすかが問われます。自分の気持
を内側に向ける機会にして、深みを求める時
間であってほしいと思います。
　何事も一朝一夕で成果が得られるわけでは
ありません。必然ともいえる過程があり、見
えない努力と忍耐があり、様々なご縁や情熱
があり成就するものです。新たなる年を迎え、
コロナに負けない力強い一歩を踏み出したい
ものです。
　新型コロナウイルスという未曾有の感染症
流行により、想像していた 2020年とは全く
別の１年を過ごすこととなりました。全ての
予定が白紙になり、これまで当たり前だと
思っていた生活スタイルに変化を余儀なくさ
れた激動の１年でした。
　もちろんロータリーの世界でも大きな変化
が起こりました。多くのクラブや地区が、テ
クノロジーを賢明に駆使し、それぞれの地域

社会でリーダーシップを発揮する機会を見出
しています。ロータリーもこれからの環境に
適応し、変容していかなければなりません。
　今回の新型コロナウイルスの影響は、「ロー
タリーは、何のために存在するのか」という
存在意義を私たちに問いかけています。今の
世の中からロータリークラブが消えていった
らどうなるでしょうか？ もしロータリーが
無くなっても、地域社会の人達に、それほど
影響がないのであれば、残念ながら世界から
の撤退を余儀なくされるでしょう。逆に、そ
れでは困るという地域社会の声が多く、その
影響が大きければ、選ばれるロータリーとな
るでしょう。コロナは、この選別を早めてい
るのではないでしょうか？今一度、ロータ
リーの存在意義は何かを明確にし、提供すべ
きサービスとは何か、を見つめ直すことが求
められているのだと思います。
　何よりもロータリー運動の根幹をなすの
は、「超我の奉仕」「奉仕の理念」 であり、「他
者を思いやり、他者に尽くす」ことこそが、
永久に向かうべき目標であるということで
す。RIは、目に見える直接的効果を求めて
奉仕活動に邁進していますが、ロータリアン
が「超我の奉仕」「奉仕の理念」を理解してか
らだと思います。
　全ての人類が他者に対して思いやりの心と
手を差し伸べるようになるまで私たちの仲間
に招き入れて、共に「超我の奉仕」を希求して
いくべきです。これこそが「ロータリーの偉
大な究極的目標」であり、これこそが「ロータ
リーの運命」なのです。
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コロナ禍での国際奉仕活動
2020-21年度  RI第2630地区
奉仕プロジェクト部門  国際奉仕委員会委員長

勝川　生年（美濃加茂RC）

　国際奉仕委員長を拝命して、半年が過ぎま
した。昨年までの様な海外での社会奉仕活動
は困難となり新型コロナウイルスの影響は予
想を超えています。
　新年度より卓話の依頼は例年と変わらず、
国際奉仕委員への興味を頂けている事に感謝
を致します。WCS補助金申請は２件の申請
を頂き、完了致しました。さらに１件の申請
を受けています。国内での活動は例年に近い
と感じています。
　一方世界に目を向けると未だパンデミック
は終わりが見えず、感染者は加速をつけて増
え続け世界の各地では再度の「ロックダウン」
が始まりました。現在２件のグローバル補助
金活用プロジェクトが進行しており、申請、
審査などの準備は進んでいますが、プロジェ
クトを実施する相手国の状況は厳しく、現地
での活動は困難を極めています。　
　中国の武漢を発生源とされる、新型のコロ
ナウイルスが感染をはじめて一年が過ぎまし
た。過去には 1918年３月４日、カンザス州
のアメリカ陸軍ファンストン基地を発生源と
される「スペイン風邪」、その感染ルートは米
軍兵士が世界各地の戦場にインフルエンザ菌
を運んだとされています。そしてその猛威
が収まるのに３年を要し世界の人口の 30％、
５億人が感染、１億人近くが命を落としたと
されています。　
　それでは世界が平和を取り戻すまで何が出
来るのか、新型コロナウイルスの猛威が収ま

り活動が再開される頃、世界中には多くのダ
メージを受けた人々が助けを待っています。
特に発展途上国の被害は醜いものでしょう。
その為に国際奉仕委員会は準備が必要です。
先ずは出来る事から、WCS補助金を活用し
たプロジェクトはコロナ禍でも可能です。現
在もマスクが不足している 3330地区・3350
地区へのマスクの寄贈、公共イメージ向上に
作成されたマスクを活用したWCS補助金プ
ロジェクトが進行しています。それらを卓話
等で積極的にクラブに啓発活動を行う事も重
要な役割だと思います。　
　地区、クラブは既に遠隔会議等で「デジタ
ル化」が始まっています。先に開催された、
地区委員長会議はDVDによるデジタル会
議で行われました。ガバナーのお話を何度
も聞き直す事は通常の会議では出来ません。
DVDなら何度でも見直し理解を深める事が
出来ます。コロナ禍だから出来た進化だと思
います。コロナ禍、国際奉仕委員は卓話のウ
エブ参加、DVD等の活用で、積極的にデジ
タル化を進めたいと思います。
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活動事業報告

「地区大会企画会議」（ZOOM会議）
開催日時：2021年１月16日㈯　13：30〜 14：30

　去る１月16日㈯に地区大会企画会議を特別出席者の皆様、ガバナー補佐、各委員会委員長の
皆様に出席いただきZOOM会議で執り行いました。
　田中雅昭地区大会実行委員長、岩本正樹地区大会幹事より、来る５月29日㈯高山市に於いて
開催予定の地区大会について、その実施概要を資料に基づいての説明があり、会議出席者の皆様
と活発な議論が交わされました。
　田中委員長からは、コロナ禍で不透明な状況ではありますが、一日開催とし、感染症対策をしっ
かりと講じ、高山中央ロータリークラブ一丸となって、開催に向けて準備を粛々と進めていくと
の言葉があり、企画案は満場一致で承認されました。
　ガバナー事務所としましては、初めてのリモート会議の主催ということで、大きな失敗の無い
よう、準備に時間をかけ、緊張感を持って臨みましたが、やはり多少のもたつきや滞りがありま
したことを反省しております。今後ますます一般化していくリモート会議への対応にしっかりと
取り組みたいと思います。

地区代表幹事　中田　学



5

TAKAYAMA

開催日時　2021年５月29日（土）
開催場所　高山市民文化会館大ホール

地区大会 2021
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グループ ク  ラ  ブ 例会数
会　員　数

前期末 うち女性 月末 うち女性 増 減

桑　

員

桑 名 1 38 0 38 0 0 0 

桑 名 西 1 33 0 33 0 2 2 

桑 名 中 央 1 30 1 30 1 1 1 

桑 名 北 0 29 8 30 8 2 1 

グループ計（4） 130  9 131  9 5 4 

四　

日　

市

四 日 市 3 90 1 93 2 6 3 

四 日 市 北 1 21 5 23 5 3 1 

四 日 市 西 2 68 4 74 4 6 0 

四 日 市 南 3 39 4 36 3 0 3 

四 日 市 東 2 37 0 35 0 0 2 

グループ計（5） 255 14 261 14 15 9 

鈴　

鹿
・
亀　

山

鈴 鹿 3 68 10 68 10 1 1 

鈴 鹿 西 4 36 7 36 7 2 2 

鈴 鹿 ベ イ 2 13 0 13 0 0 0 

亀 山 2 15 0 15 0 0 0 

鈴 鹿 シ テ ィ 4 64 3 64 3 2 2 

グループ計（5） 196 20 196 20 5 5 

中　

勢
・
伊　

賀

津 3 64 0 64 0 1 1 

上 野 2 37 2 37 2 0 0 

名 張 3 35 1 35 1 0 0 

津 南 4 46 2 45 2 1 2 

津 北 4 48 3 50 4 3 1 

上 野 東 0 37 2 36 2 0 1 

久 居 3 27 1 27 1 0 0 

名 張 中 央 3 21 2 20 2 0 1 

グループ計（8） 315 13 314 14 5 6 

松 

阪
・
東 

紀 
州

松 阪 2 74 0 74 0 1 1 

松 阪 東 2 63 10 64 10 3 2 

熊 野 3 32 5 32 5 0 0 

尾 鷲 4 11 2 11 2 1 1 

松 阪 山 桜 2 35 3 37 3 2 0 

グループ計（5） 215 20 218 20 7 4 

伊
勢
・
鳥
羽
・
志
摩

伊 勢 3 56 0 57 0 1 0 

鳥 羽 3 29 3 30 3 1 0 

伊 勢 南 3 44 4 46 4 2 0 

志 摩 4 49 11 47 12 1 3 

伊 勢 中 央 3 48 0 50 0 2 0 

伊 勢 度 会 0 15 4 15 4 0 0 

グループ計（6） 241 22 245 23 7 3 

三 重 県 合 計（33） 1,352 98 1,365 100 44 31 

グループ ク  ラ  ブ 例会数
会　員　数

前期末 うち女性 月末 うち女性 増 減

岐　

阜　

Ａ

岐 阜 4 74 0 86 2 14 2 

岐 阜 西 3 53 0 50 0 0 3 

岐阜長良川 3 47 0 45 0 1 3

岐 阜 北 3 37 2 38 2 1 0

岐 阜 中 2 30 1 30 1 0 0

グループ計（5） 241 3 249 5 16 8 

岐　

阜　

Ｂ

岐 阜 南 1 97 12 90 10 0 7 

岐 阜 東 3 49 2 51 2 3 1 

岐 阜 東 南 3 42 0 39 0 0 3 

岐 阜 加 納 1 76 3 79 3 5 2 

岐 阜 エトス 3 22 2 22 2 0 0 

岐 阜 城 3 19 1 19 1 0 0 

グループ計（6） 305 20 300 18 8 13 

岐　

阜　

西　

濃

大 垣 1 86 2 88 3 4 2 

大 垣 西 3 73 0 73 0 0 0 

本 巣 2 27 0 30 0 4 1 

羽 島 4 30 4 28 2 0 2 

不 破 3 27 0 27 0 0 0 

大 垣 中 2 51 0 54 1 3 0 

大垣センチュリー 2 57 3 57 3 0 0 

岐 阜 淡 墨 3 16 1 16 1 0 0 

岐阜サンリバー 3 16 4 16 3 0 0 

グループ計（9） 383 14 389 13 11 5 

岐　

阜　

東　

濃

多 治 見 2 48 4 52 4 5 1 

中 津 川 3 70 2 73 2 4 1 

瑞 浪 3 56 1 57 1 2 1 

恵 那 3 47 1 48 2 2 1 

土 岐 0 40 1 38 1 0 2 

多 治 見 西 3 30 4 29 3 1 2 

中津川センター 2 53 1 55 1 2 0 

多治見リバーサイド 4 39 1 40 1 2 1 

グループ計（8） 383 15 392 15 18 9 

東　

海　

北　

陸　

道

美 濃 2 16 0 16 0 0 0 

各 務 原 2 24 1 24 1 0 0 

関 4 48 2 48 2 2 2 

郡 上 八 幡 3 36 0 38 0 3 1 

関 中 央 2 33 0 31 0 0 2 

郡上長良川 4 32 5 32 5 0 0 

各務原かかみの 2 4 0 2 0 0 2 

グループ計（7） 193 8 191 8 5 7 

濃　
　

飛

高 山 3 38 0 41 0 5 2 

下 呂 3 26 0 27 0 1 0 

高 山 西 2 36 2 36 2 2 2 

美 濃 加 茂 3 37 8 35 5 1 3 

可 児 3 37 1 36 1 1 2 

高 山 中 央 2 58 5 58 5 1 1 

グループ計（6） 232 16 233 13 11 10 

岐 阜 県 合 計（41） 1,737 76 1,754 72 69 52 

地 区 合 計（74） 3,089 174 3,119 172 113 83 

期　首 月　末 うち女性 増　減

三 重 県 合 計（33） 1,405 1,418 　103 　 13

岐 阜 県 合 計（42） 1,784 1,828 　 77 　 44

地 区 合 計（75） 3,189 3,246 　180 　 57

■2019年12月（前年度）出席報告

2020年12月分

（注）グループ、県、地区の出席率は全てクラブ数で計算した。

国際ロータリー 第2630地区 出席報告
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2020年12月分

会員動静報告（敬称略）

　氷と灯りの祭典は、飛騨・世界生活文化センター ふれあい広場周辺で開催される、1月の名物イベントです。
　職人が作り出す躍動感あふれる美しい氷の彫刻を展示しています。今にも動き出しそうな躍動感ある氷の彫刻が夕暮
れとともにライトアップされ、美しさに磨きがかかり、荘厳な雰囲気を醸し出しています。

ガバナー月信表紙説明

岡本宏也
2020.12.7入会

電気事業

松阪東RC

金子修司
2020.12.1入会

証券業

尾鷲RC

釜谷祥成
2020.12.4入会

ホテル

岐阜RC

横田圭右
2020.12.1入会
生花小売業

多治見リバーサイドRC

本田秀樹
2020.12.3入会
電気工事業

可児RC

  入会会員

柴田重夫 
1992.5.30入会
2020.12.26逝去

2003〜04年度会長・
米山功労者マルチプ
ル・ベネファクター

多治見リバーサイドRC

  逝去会員   謹んでご冥福をお祈り申し上げます



2020-2021年度　地区事務所・ガバナー事務所・地区大会事務局　案内 
地 区 事 務 所

ガバナー事務所
地区大会事務所

〒506-0011  岐阜県高山市本町1丁目2  飛騨信用組合本町サテライト出張所３F
FAX 0577-36-1488（共通）
（ガバナー事務所）TEL 0577-32-2630　E-mail 2021@rid2630.jp
（地区大会事務所）TEL 0577-32-1166　E-mail 2021taikai@rid2630.jp

〒500-8212  岐阜県岐阜市日野南3丁目5-16
TEL 058-248-9724　FAX 058-248-9725　E-mail branch@rid2630.org

執務時間 9：30-17：30
（土・日・祝日　休務）

執務時間 10：00-16：00
（土・日・祝日　休務）

コーディネーター

　新型コロナウィルス感染の広がりが第３波と言われる状況下で2021年1月7日に「緊急事態宣言」が行われました。東京都、神
奈川県、埼玉県、千葉県の一都三県に出され、更に関西圏や中部地域を始め各地にも拡大されるでしょう。我々は、経済活動を行
いながらの「不要不急の外出の自粛を徹底」するしかなく、新型コロナウィルスのような次から次へと変異するウィルスを「地球上
から抹消」する事は当分困難でしょうから、ウィルスと闘いながら日常の生活スタイルを従来とは異なる新スタイルに変えていか
ざるを得ません。
　手指の消毒とマスクの着用、3密を避ける、テレワークの推進、不要不急の外出自粛、を始め新型コロナウィルの抑え込みの方
法を考え実行してウィルスの広がりを抑えましょう。
　数年の間続くと思われるコロナ禍の中で、個々のロータリアンは先ずは自分自身の仕事・社員従業員・家族を守ることに専念し
た上で、ロータリー活動を考えましょう。
　ロータリークラブにおける楽しみが例会で会員同士の親睦、さらにクラブの外では他クラブの方々との交流が楽しみでした。今
また例会を自粛する中で、Zoomなどのオンラインツールで会合を持っている方々が沢山居られます。会員の繋がりを大切に交流
しましょう。
　現在コロナ禍で医療崩壊が叫ばれ、その中で「献血」による血液の確保が大変厳しい状況に陥っているそうです。ロータリーの奉
仕活動の一つとして献血を呼び掛け、更に地域で今必要とされる奉仕活動に目を配り種々なロータリー活動を実践しましょう。
と同時にこれからのロータリークラブの在り方とロータリーについて考える時です。
考えましょう！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       第２地域  ロータリーコーディネーター補佐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　 　　 　松坂　順一（東京葛飾東RC）

新型コロナウィルス感染拡大が第３波！緊急事態宣言

　皆さん、こんにちは。ARPIC加藤陽一（2760地区瀬戸RC）です。
　今回は私たち2760地区で開催しています、WFF（ワールドフード＋ふれ愛フェスタ）についてお話したいと思います。と申し
ますのは、WFFは公共イメージ向上の手段として最もふさわしい手段であると自負しているからです。
　WFFは2013年以降名古屋の中心地、栄地区で毎年開催し、今までに6回開催しています。（昨年、一昨年は台風とコロナの影
響で開催できませんでした）主催は地区全体で各地区委員長が中心となり（委員長はパストガバナー）企画しています。40社以上
のフードカーが集まり、世界中の食べ物を出店しています。そして各地方から集まった楽隊や祭り集団が一日中音楽を奏でていま
す。2日間の開催中ロータリアンだけでなく、一般のお客様を含め67万人の人々が集まり、一日中楽しんでいます。インターアク
ター、ローターアクター、ライラリアン、青少年が会場内の清掃、ポリオの寄附集め活動に活躍したりしてロータリー全体の活動
を一般の人々にPRしています。また、新聞社、TV局の取材を多数受けており、ロータリーの公共イメージ向上の手段としては最
適のものと思います。
　収入としては会場内で利用できるチケットの販売（1枚2,000円。その内400円が寄附金）、一般企業からの広告などを中心に
3,000万円ほどになり、結果としてポリオ基金に200万、国際奉仕（移動式教育ユニットの寄贈）は300万円ほど出すことができま
した。この様にWFFを通じ、ロータリー活動のPRの場としては最適なものと思いますので、他の地区でもぜひ同様な企画を通じ
てロータリーのPRをしてはいかがでしょうか？
※移動式教育ユニットは僻地での教育活動とポリオワクチン投与活動に利用するものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  第２地域  ロータリー公共イメージコーディネーター補佐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　 　　　 　加藤　陽一（瀬戸RC）
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